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【
日
時

】
十
二
月
十
一
日

(

金

）

　
　
　
　
午
後
一
時
四
十
五
分
～

　
　
　
　
四
時
三
十
分

【
場
所

】
四
街
道
市
青
少
年
育
成
セ
ン

　
　
　
　
タ
ー

二
階
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー

　
　
　
　
ス
に
て

【
参
加
人
数

】
千
葉
市
　
　
十
五
名

　
　
　
　
　
　
四
街
道
市
　
十
五
名

Ｄ ７名

桜ケ丘南公園・
四街道西中学校前・
鹿放ケ丘・東関道側道・
レンタルＤＶＤショップ

＜合同補導活動＞

Ｂ ６名 大型店Ｂ・駅周辺・ゲームセンター

Ｃ ６名
サバイバルフィールド・
旭中学校・自転車通学路・
総合公園

Ａ １０名 大土手山・中央公園・大型店Ａ

内　　　容

　
合
同
補
導
活
動
は

、
両
市
の
補
導
委
員
が

四
コ
ー

ス
に
分
か
れ

、
地
域
や
子
ど
も
た
ち

の
様
子
な
ど
を
説
明
し
な
が
ら
行
わ
れ
ま
し

た

。
情
報
交
換
会
で
は

、
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
補
導
時
の
感
想
や
両
市
の
近
況

報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た

。
千
葉
市
の
方
々
か

ら
頂
い
た
感
想
は

、

＊
大
型
店
フ
ー

ド
コ
ー

ト
は
地
域
の
皆
さ
ん

　
に
見
守
ら
れ
て
い
る
と
思

っ
た

。

＊
子
ど
も
た
ち
と
補
導
委
員
が
フ
レ
ン
ド
リ

　
ー

な
感
じ
で
関
係
が
よ
く
出
来
て
い
る
所

　
が
良
い
と
思

っ
た

。

＊
学
区
の
範
囲
の
広
さ
に
驚
い
た

。

＊
自
転
車
通
学
の
大
変
さ
を
実
感
し
た

。

＊
道
幅
の
狭
い
通
学
路
な
ど
下
校
時
に
事
故

　
が
起
こ
ら
な
い
様
注
意
が
必
要
だ
と
思

っ

　
た

。

＊
ベ
ス
ト
着
用
は
子
ど
も
た
ち
が
安
心
で
き

　
る
の
で
良
い
と
思
う

。
等
々

両
市
を
行
き
来
す
る
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り

活
動
を
す
る
上
で

、
大
変
意
義
の
あ
る
会
と

な
り
ま
し
た

。

　
四
街
道
市
青
少
年
補
導
委
員
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
副
会
長
　
小
山
　
絜
美

　
十
月
十
日

（
土

）
千
代
田

中
学
校
に
於
い
て

、
Ｐ
Ｔ
Ａ

と
青
少
年
補
導
委
員
と
の
交

流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

。

　
会
合
で
は

、
補
導
委
員
の

日
頃
の
活
動
を
説
明
し

、
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
方
々
か
ら
は
多
数
の

ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た

。
子

ど
も
達
へ
の
声
か
け
を
通
し

て
犯
罪
の
抑
止

、
登
下
校
時

の
安
全
確
保
な
ど
こ
れ
か
ら

も
Ｐ
Ｔ
Ａ

、
補
導
委
員
が
互

い
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
地

域
と
し
て
見
守
り
活
動
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
方
に
は
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

。
い
た
だ
い

た
ご
意
見
は

、
こ
れ
か
ら
の

パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
に
役
立
て

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

。

 
千
代
田
中
学
校
区

　
　
　
理
事
　
大
谷
　
満
子

コース 人数

発行責任者 四街道市青少年補導委員連絡協議会 
      会長 久保木 利雄 

事務局 四街道市青少年育成センター 

電 話 ０４３（４２１)７８６７ 

スライドショーを使って日頃の 

活動報告をする様子 
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九
月
十
七
日

(

木

）
午
後
四
時
～

二
十
三
名
参
加

　
当
日
は
雨
に
よ
り
栗
山
小
学
校
を

起
点
に
車
で
の
巡
回
と
し

、
地
域
の

特
徴
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た

。
情
報

交
換
会
で
は

「
公
園
が
多
く
あ
る
が

整
備
さ
れ
て
お
り
安
心
感
が
あ
る

」

「
脇
道
に
入
る
と
街
灯
が
少
な
く
他

学
区
同
様
に
心
配

」
「
小
学
校
周
辺

道
路
は

、
朝
夕
共
に
車
通
勤
の
抜
け

道
と
な

っ
て
い
て
危
険

」
「
P
T
A

校
外
指
導
委
員
を
中
心
に
登
下
校
時

の
見
守
り
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行

っ
て
い

る

」
等
の
報
告

を
頂
き
ま
し
た

。

情
報
交
換
会
で

の
ご
意
見

、
ご

感
想
を
今
後
の

活
動
に
生
か
し

て
い
き
ま
す

。

理
事

　
新
堀
　
義
昭

～

参
加
者
の
感
想
～

　
あ
い
に
く
の
雨
で
車
で
の
パ
ト

ロ
ー

ル
で
し
た

。
栗
山
と
い
う
地
名

の
と
お
り
坂
道
が
多
く

、
ま
た

、
綺

麗
に
区
画
整
理
さ
れ
た
団
地
内
で
四

つ
角
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

。
子
ど

も
の
自
転
車
に
よ
る
飛
び
出
し
や

、

通
り
抜
け
の
車
に
よ
る
交
通
事
故
を

防
止
す
る
為

、
公
園
の
植
栽
や

、
空

き
地
の
雑
草
の
刈
り
込
み
を
し
て
見

通
し
を
良
く
し
て
い
ま
し
た

。
近
く

に
小
学
生
か
ら
中
高
生
ま
で
集
ま
る

駄
菓
子
屋
さ
ん
が
あ
り
ま
し
た
が

、

補
導
委
員

、
自
治
会

、
地
域
住
民
が

一
緒
に
な
り
子
ど
も
た
ち
を
暖
か
く

見
守

っ
て
い
る
雰
囲
気
を
感
じ
ま
し

た

。
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
訪
ね
た
い

と
思
い
ま
し
た

。

　
　
旭
中
学
校
区
　
末
政
　
輝
行

　
四
街
道
市
社
会
福
祉
協
議
会

主
催
の
街
頭
募
金
運
動
に
当
市

補
導
委
員
も
参
加
し
ま
し
た

。

参
加
人
数
十
八
名

日
時
　
十
二
月
五
日

（
土

）

　
　
　
十
二
月
六
日

（
日

）

場
所
　
Ｍ
２
プ
ラ
ザ

　
　
　
メ
ガ
ド
ン
キ
ホ
ー

テ

　
本
年
度
も
通
勤
・
通
学
す
る

子
ど
も
達
の
駅
構
内
や
列
車
内

で
の
マ
ナ
ー

の
向
上

、
非
行
防

止

、
健
全
育
成
を
目
的
に
パ
ト

ロ
ー

ル
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

。

【
実
施
日
時

】

　
十
一
月
九
日

（
月

）

＊
午
前
九
時
～

十
一
時

　
参
加
人
数
七
名

　
四
街
道
⇅
千
葉

＊
午
後
三
時
～

五
時

　
参
加
人
数
七
名

　
四
街
道
⇅
物
井
⇅
佐
倉

　
午
前
中
の
車
内
で
は
子
ど
も

た
ち
の
姿
を
見
か
け
る
こ
と
は

少
な
く

、
ま
た
帰
宅
時
間
も
含

め
迷
惑
行
為
な
ど
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た

。
四
街
道
駅
で
は

、

声
掛
け
に
気
持
ち
よ
く
応
え
て

く
れ
ま
し
た

。

　
五
学
区
合
同
パ
ト
ロ
ー

ル
は

開
催
学
区
内
各
小
・
中
・
高
校

の
先
生

、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々

、
他
の
四

学
区
か
ら
も
補
導
委
員
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
す

。
パ
ト
ロ
ー

ル
を
通
し

て
地
域
の
様
子
を
見
て
い
た
だ
き

、

感
想

、
意
見
を
出
し
合
う
こ
と
で
学

校
と
地
域
が
一
体
と
な

っ
て
情
報
を

共
有
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

す

。
本
年
度
は

、
各
学
区
内
の
小
学

校
を
拠
点
に
し

、
児
童
の
帰
宅
時
間

に
合
わ
せ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た

。

七
月
十
三
日

（
月

）
午
後
四
時
半
～

三
十
三
名
参
加

　
和
良
比
小
学
校
を
起
点
に
四
コ
ー

ス
に
分
か
れ
て
実
施
し
ま
し
た

。
通

学
路
を
Ｐ
Ｔ
Ａ

、
先
生

、
補
導
委
員

様
々
な
目
で
確
認
し
ま
し
た

。
日
常

の
中
で
慣
れ

、
い
つ
の
間
に
か
当
た

り
前
に
思

っ
て
し
ま

っ
て
い
る
こ
と

を
他
学
区
の
人
の
目
が
認
識
を
新
た

七
月
十
日

（
金

）
午
後
四
時
～

四
十
三
名
参
加

　
四
街
道
小
学
校
を
起
点
に
参

加
者
全
員
が
徒
歩

（
放
課
後
子

ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
公
園

、
近
隣

か
ら
苦
情
の
あ
る
竹
藪

、
道
幅

が
狭
く
交
通
量
が
多
い
道
路
な

ど

）
と
車
の
コ
ー

ス
を
実
施
し

ま
し
た

。
情
報
交
換
会
で
お
伺

い
し
た
感
想
な
ど
は
今
後
の
パ

ト
ロ
ー

ル
に
役
立
て
た
い
と
思

い
ま
す

。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

。

　
　
　
　
理
事
　
栗
原
　
孝
子

～

参
加
者
の
感
想
～

　
四
つ
の
コ
ー

ス
に
分
か
れ
て

の
パ
ト
ロ
ー

ル
で
し
た

。
普
段

交
流
の
無
い
地
区
の
方
々
と
話

を
し
な
が
ら
の
パ
ト
ロ
ー

ル
は

情
報
交
換
や
自
分
の
地
区
と
の

比
較
も
で
き

、
と
て
も
参
考
に

な
り
楽
し
く
も
あ
り
ま
し
た

。

情
報
交
換
会
で
は

、
他
地
区
の

人
が
廻
る
事
で
地
元
の
方
が
普

段
感
じ
て
い
な
か

っ
た
意
見
や

感
想
が
挙
が
る
な
ど
今
後
の
活

動
に
活
か
せ
る
話
し
合
い
が
で

き
良
か

っ
た
で
す

。

　
千
代
田
中
学
校
区

　
　
　
　
　
　
谷
延
　
香
里

に
し
て
く
れ

、
大
変
参
考
に
な
り
ま

す

。
ま
た

、
自
身
が
他
学
区
の
パ
ト

ロ
ー

ル
に
参
加
す
る
こ
と
で

、
気
づ

か
な
か

っ
た
こ
と
を
見
直
す
良
い
機

会
と
な
り
ま
す

。

　
　
　
　
　
理
事
　
萱
沼
　
左
智
子

和良比小学校近隣 

情報交換会（栗山小学校） 

県
下
一
斉
広
域
列
車
 

パ
ト
ロ
ー
ル
 

歳
末
た
す
け
あ
い
 

街
頭
募
金
運
動
協
力
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十
月
六
日

（
火

）

午
後
五
時
半
～

三
十
五
名
参
加

　
南
小
学
校
を
起
点
に

、

四
コ
ー

ス
に
分
か
れ
て
パ

ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
ま
し

た

。
情
報
交
換
会
で
は

、

「
大
き
な
公
園
が
あ
り
安

心
し
て
遊
べ
る
所
が
あ
る

反
面

、
神
社
付
近
や
工
事

中
の
交
差
点
な
ど
の
危
険

を
感
じ
ま
し
た

」
な
ど
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た

。

　
皆
様
か
ら
頂
い
た
貴
重

な
ご
意
見
は
今
後
の
活
動

に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま

す

。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

。

　
　
理
事
　
大
谷
　
満
子

【
第
十
七
回
四
街
道
市
青
少
年

補
導
委
員
連
絡
協
議
会
定
期
総

会

】

平
成
二
十
八
年

五
月
二
十
一
日

（
土

）

午
前
九
時
三
十
分
よ
り

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

二
階

十
月
十
九
日

（
月

）

午
後
四
時
三
十
分
～

四
十
七
名
参
加

　
み
そ
ら
小
学
校
を
起
点
に
六

グ
ル
ー

プ
で
三
コ
ー

ス
に
分
か

れ
て
実
施
し
ま
し
た

。
情
報
交

換
会
で
は

、
旧
汚
水
処
理
場
に

つ
い
て
の
質
問
や
子
ど
も
た
ち

の
自
転
車
の
マ
ナ
ー

（
蛇
行
・

二
人
乗
り

）
、
街
灯
の
設
置
間

隔
・
照
度
な
ど
に
つ
い
て
活
発

に
意
見
を
頂
き
ま
し
た

。
今
後

も
学
校

、
地
域
の
方
々
と
一
緒

に
な

っ
て
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た

。
貴
重
な

ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

。

　　
旭
中
学
校
区
　
福
本
　
誠
三

～

参
加
者
の
感
想
～

　
合
同
パ
ト
ロ
ー

ル

に
は
各
地
区
の
補
導

委
員

、
小
中
学
校
の

先
生

、
P
T
A
の
方

等
大
勢
の
参
加
を
頂

き
ま
し
た

。
報
告
会

で
は
沢
山
の
意
見
を

頂
き

、
地
域
に
住
ん

で
い
る
と
気
づ
か
な

い
が

、
外
部
の
方
か

ら
見
る
と
危
険
な
場

所
等
が
結
構
あ
る
と

い
う
こ
と
に
気
づ
き

ま
し
た

。
合
同
で
行

う
パ
ト
ロ
ー

ル
は

、

大
変
意
味
深
い
と
感

じ
ま
し
た

。

　
旭
中
学
校
区

　
　
　
石
井
　
亜
紀

～

参
加
者
の
感
想
～

　
学
区
の
補
導
委
員
の
子

ど
も
た
ち
や
保
護
者
へ
の

温
か
い
声
掛
け
が
大
変
素

晴
ら
し
く
感
じ
ま
し
た

。

パ
ト
ロ
ー

ル
中
に
出
会

っ

た
子
ど
も
た
ち
十
三
名

、

さ
と
く
ら
し
公
園
で
は

、

子
ど
も
二
十
五
名
と
保
護

者
十
名
に
皆
で
声
か
け
を

し

、
会
話
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た

。

　

「
気
く
ば
り

、
目
く
ば

り

、
心
く
ば
り

」
相
手
へ

の
思
い
や
り
や
温
か
い
声

か
け
が
街
の
底
力
と
な
る

こ
と
を
モ

ッ
ト
ー

に
こ
れ

か
ら
も
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す

。

　
四
街
道
中
学
校
区

　
　
　
　
　
吉
田
　
浩
三

　
一
月
二
十
一
日

（
木

）
木
更

津
市
民
会
館
に
於
い
て
開
催
さ

れ

、
当
市
か
ら
は
十
名
が
参
加

し
ま
し
た

。
研
修
会
で
は

、
千

葉
家
庭
裁
判
所
木
更
津
支
部
家

庭
裁
判
所
調
査
官
伊
藤
聖
美
氏

に
よ
る

「
少
年
非
行
の
現
状
と

家
庭
裁
判
所
の
取
り
組
み

」
と

題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た

。

非
行
の
低
年
齢
化
・
詐
欺
事
件

の
増
加
等
は
現
在
の
社
会
を
映

し
て
い
る

。
ま
た

、
過
去
を
振

り
返
ら
せ

、
軌
道
修
正
を
し

、

社
会
ル
ー

ル
の
徹
底
を
理
解
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
話

さ
れ
ま
し
た

。
そ
の
後

、
各
市

の

「
活
動
の
現
状
と
課
題

」
を

発
表
し
ま
し
た

。

５時になったら帰ろうね！ 

不審者情報、困ったことが 

あれば、育成センターに 

連絡してください 

パトロール出発前の打ち合わせの様子（南小学校） 

平
成
二
十
七
年
度
千
葉
県
青
少

年
補
導
員
連
絡
協
議
会
第
二
回

千
葉
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
 

お疲れ様でした。 

今
後
の
活
動
予
定
 

編
集
後
記
 

 
補
導
委
員
に
な
っ
て
一
年

が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま

し
た
。
思
え
ば
人
生
初
の
広

報
委
員
。
文
章
を
書
く
な
ん

て
学
生
の
時
以
来
で
し
た
。

改
め
て
、
い
く
つ
に
な
っ
て

も
勉
強
だ
な
ぁ
と
思
う
今
日

こ
の
頃
で
す
。
 

 
広
報
委
員
 
浅
田
 
栄
子
 



  平成２８年３月９日発行                                                                                                                      みちしるべ第４６号

る
女
性
が

、
生
活
上
の
い
ろ
い

ろ
な
課
題
の
為
子
育
て
が
十
分

出
来
な
い
場
合

、
子
ど
も
と
一

緒
に
利
用
し
自
立
に
向
け
た
支

援
を
受
け
る
為
の
児
童
福
祉
施

設
で
あ
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し

た

。

　
次
に
伺

っ
た
千
葉
県
帰
性
会

は

「
犯
罪
や
非
行
を
犯
し
た
人

の
中
で
更
生
意
欲
が
あ

っ
て

、

保
護
者
等
の
引
受
人
が
無
く
適

当
な
住
居
が
無
い
為
に
更
生
が

妨
げ
ら
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
人

達
に

、
一
定
期
間
宿
泊
や
食
事

を
提
供
し
順
良
な
社
会
人
と
し

て
自
立
更
生
出
来
る
よ
う
に
援

助
す
る
施
設
で
す

。

」
と
施
設

長
の
説
明
で
し
た

。

　
食
堂

、
お
風
呂

、
ト
イ
レ

、

部
屋
を
見
せ
て
頂
き
ま
し
た

。

部
屋
に
は
三
人
の
人
が
居
り
ま

し
た

。
仕
事
が
無
い
人
や
休
み

の
人
だ
と
説
明
さ
れ
ま
し
た

。

ト
イ
レ
掃
除
は
当
番
が
あ
り
ま

す
が
休
み
の
人
が
居
る
場
合
は

そ
の
人
が
担
当
に
な
る
そ
う
で

す

。
施
設
の
運
営
は
周
囲
の
自

治
体
の
協
力
が
必
要
で
す

。
難

し
い
問
題
が
多
く
あ
り
ま
す
が

一
つ
一
つ
解
決
し
て
い
く
そ
う

で
す

。

　
テ
レ
ビ
等
で
流
れ
る
悲
惨
な

ニ

ュ
ー

ス
で
知
る
事
件

、
そ
の

現
場
で
働
く
人
達
や
施
設
を
二

カ
所
見
る
事
が
出
来
ま
し
た

。

補
導
委
員
の
向
上
に
繋
が
る
研

修
会
で
し
た

。
各
施
設

、
各
職

員
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま

す

。

　
研
修
委
員
長
　
駒
澤
　
廣
男

　
私
が
特
に
印
象
に
残

っ
た

の
は

「
ベ
タ
ニ
ヤ
ホ
ー

ム

」

で
す

。
苦
し
ん
で
い
る
人

、

困

っ
て
い
る
人
は
声
を
あ
げ

ら
れ
ず
に
そ
の
辛
さ
を
一
人

で
抱
え
込
ん
で
し
ま

っ
て
い

る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん

。
身
近
に
こ
の
よ
う
な
母

子
ホ
ー

ム

、
緊
急
避
難
的
な

シ

ェ
ル
タ
ー

が
あ
る
こ
と
は

ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い

の
で

、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
会
の

場
で
も
報
告
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た

。
当
日
は

、
大
勢
で

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
に

も
関
わ
ら
ず
ス
タ

ッ
フ
の
皆

さ
ん
は
私
た
ち
に
笑
顔
と
お

茶
や
お
菓
子
な
ど
で
温
か
い

お
も
て
な
し
を
し
て
下
さ
い

ま
し
た

。
施
設
と
い
う
よ
り

家
庭
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ

、

利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
も
安

心
し
て
過
ご
せ
る
場
所
な
の

だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た

。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

　
四
街
道
北
中
学
校
区

　
　
　
　
　
　
髙
根
　
留
美

一
月
二
十
七
日

（
水

）

午
前
十
時
～

育
成
セ
ン
タ
ー

二
階
に
於
い
て

参
加
者
三
十
三
名

　
今
回
の
講
師
は

、
四
街
道
市

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

の
青
柳

伸
二
所
長
で
し
た

。
こ
れ
ま
で

の
多
数
の
不
登
校
の
子
ど
も
達

と
の
関
わ
り
の
中
で
培
わ
れ
て

き
た
豊
富
な
経
験
を
実
例
を
交

え
不
登
校
の
現
状
や
対
策
に
つ

い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た

。

も
し
も
我
が
子
が
不
登
校
に

な

っ
て
し
ま

っ
た
ら

、
学
校
に

行
か
せ
よ
う
と
必
死
に
な

っ
て

し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

。
そ

れ
は

、
世
の
中
の
捉
え
方
が
ま

だ
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
も
の
だ
か

ら

。
理
由
は
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思

い
ま
す
が

、
心
身
を
整
え
る
為

に
必
要
な
時
間
だ
と
い
う
事

。

頑
張
り
す
ぎ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

が

切
れ
て
し
ま

っ
た
子
も
い
る
で

し

ょ
う

。
大
人
や
世
の
中
に
不

信
感
を
抱
い
て
し
ま

っ
た
子
も

い
る
で
し

ょ
う

。
そ
れ
を
責
め

る
の
で
は
な
く

、
子
ど
も
と
共

に
悩
み
な
が
ら
子
ど
も
の
気
持

ち
に
共
感
し

、
弱
音
を
吐
け
る

大
人
に
な
る

。
大
人
も
未
熟
で

す

。
大
人
が
自
分
自
身
の
生
き

方
を
振
り
返
る
チ
ャ
ン
ス
を
与

え
ら
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん

。
時
代
は
多
様
化
し
て
い

ま
す

。
既
成
概
念
に
囚
わ
れ
ず

ま
ず
大
人
が
意
識
を
変
え
る
事

が
重
要
な
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
ま
し
た

。

　
研
修
副
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
阿
部
　
潤
子

　
青
少
年
の
皆
さ
ん
が
日

頃
抱
え
る
ス
ト
レ
ス
を
解

消
し
た
り
気
分
を
リ
ラ

ッ

ク
ス
さ
せ
ら
れ
る
場
所
と

し
て
現
在

、
当
施
設
二
階

の
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー

ス
を

開
放
し
て
い
ま
す

。

　
市
内
在
住
あ
る
い
は
在

学
の
二
十
歳
未
満
の
方
で

あ
れ
ば
個
人
で
も
グ
ル
ー

プ
で
も

、
卓
球
や
読
書

、

自
習
や
談
話
な
ど
に
利
用

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す

。

【
利
用
時
間

】

月
曜
日
～

金
曜
日

午
前
九
時
～

午
後
五
時

【
問
い
合
わ
せ

】

(

四
二
一

)

七
八
六
七

 
十
月
七
日

（
水

）
市
補
導
委

員
の
資
質
向
上
を
図
る
為
に
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た

。
研
修

先
と
し
て

「
社
会
福
祉
法
人
千

葉
ベ
タ
ニ
ヤ
ホ
ー

ム
旭
ヶ
丘
母

子
ホ
ー

ム

」
と

「
更
生
保
護
法

人
千
葉
県
帰
性
会

」
を
訪
ね
ま

し
た

。

　
旭
ヶ
丘
母
子
ホ
ー

ム
は

、
施

設
長
よ
り

「
四
十
世
帯
百
二
十

名
定
員
の
母
子
家
庭
の
自
立
支

援
を
行

っ
て
い
ま
す

。
ま
た
学

童
保
育
ク
ラ
ブ

、
児
童
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー

も
併
設
し
て
い
ま

す

。

」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た

。
こ
の
お
話
の
後

、
施
設
内

各
階
の
一
室
を
見
る
事
が
出
来

ま
し
た

。
そ
の
中
で
十
八
歳
未

満
の
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い

る
母
子
家
庭
に
準
ず
る
事
情
あ

～
参
加
者
の
感
想
～
 

四街道市青少年育成センター 

青柳 伸二所長 

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
 

 
 
か
ら
の
お
知
ら
せ
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